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連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 ファーム神明町

住　所 岩手県盛岡市神明町7番5号 パルソビル1階

031010514

伊藤　大助

令和6年度電話番号 019-681-7913

【活動場所】杜のcafé作業場及び盛岡市盛岡駅西通1丁目・2丁目

【実施日程】2024年4月1日～2025年3月31日(火土日祝を除く)

【実施した生産活動・施設外就労の概要】

盛岡中央郵便局から委託されるゆうメール(約70冊/1日)のエリア分け・配達業

務

【利用者数】9名

＜目的＞

連携先企業名 盛岡中央郵便局 担当者名

【地域連携活動のねらい】

・障がい者と地域企業の相互理解を深めることを目的とします。

・企業での就労を通して障がい者が一般就労のイメージを持ち、自信につなげ

ていくことを目的とします。

【地域にとってのメリット】

・障がい者が地域で働く様子を目にすることで理解が深まります。

【対象者にとってのメリット】

・他業種の仕事を経験することでマナーや作業スキルが向上します。

・新しい目標の発見や自信につながり、一般就労を見据えた訓練のきっかけに

なります。

連携先の企業等の意見または評価

千葉　勝繁

【実施した結果・得られた成果】

・就労先のルールのもとに従事することで仕事に対する責任感が生まれていま

す。また、全員が携わることで協調性・チームワークが高まっています。

・地図を見るのが苦手な方も、毎回同じマンションの配達を継続することで1

人で行くことができるようになり、ご本人の自信につながっています。

・徒歩で配達することで、地域の方への挨拶を通してマナーの向上や相互コ

ミュニケーションがはかられています。

【課題点】

・2年目になり個々にスキルアップがみられますが、作業に得手不得手がある

ため仕分けや地図を見ながらの配達には個人差があることが課題です。

様式１

ゆうメールの受け取り

エリア分け・マッピング

配達

日頃から、弊社業務にご理解とご協力を賜り、感謝申し上げます。

さて、2024年3月からスタートしたゆうメールの配達業務委託も2年目を迎え、地域のお客さまからの特段のご申告もなく、順調に配達業務

委託をしていただいていることに、感謝申し上げます。

弊社業務委託を通じ、障がい者の皆さまの協調性・チームワークの高まり等で少しでも一般就労に向けた訓練に役立てているということに接

し、この業務委託が地域社会の貢献に繋がっているものと改めて実感したところです。

また、今年度は、弊社のダイバーシティの取組の一環として、事業所様のご協力の元、本取組が好取組事例として、全国の郵便局にご紹

介されたところです。取材の際は、関係者の皆さまにご協力をいただきましたことに改めて感謝申し上げます。

今後も、更に事業所様と連携を深め、弊社業務を通じて、地域の障がい者の皆さまの就労支援活動に貢献できれば幸いです。


